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消費者志向自主宣言
2022年度フォローアップ活動報告

「お客さまに寄り添う」経営を推し進めるため、2022年5月に改定 した
当社「消費者志向自主宣言」に基づくフォローアップ活動（2022年度）
について公表いたします
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１．理念

三井住友カードはキャッシュレスのリーディングカンパニー

として、お客さまにより一層価値あるサービスを提供し、

お客さまと共に発展するとともに、社会課題の解決を

通じ、持続可能な社会の実現に貢献します。
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２．取組方針
ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

キャッシュレスがもたらす社会的価値や新たな可能性を幅広く共有

＜取り組み①＞ Have a good Cashless.

キャッシュレスが、少しずつ身近になっている。
現金を持ち歩かない不安も減り、財布を小さく変えた人もいる。
むしろ現金のみの決済に違和感を抱くことも増えてきた。
生活を、社会を、少しずつ変えながら、
キャッシュレス化は確かに進んでいる。

それでもまだ日本におけるキャッシュレス化は、世界に比べれば過渡期にある。
だからこそ、改めて考える。現金を持ち歩かない。
それは安心を持ち歩くということ。
そこから生まれる心のゆとりや、自由を持ち歩くということ。

誰もが、身軽に過ごせる毎日。心も自由な、軽やかな毎日。

私たちが目指している未来の光景に向かって
これから先の変化は、ますます大きなものになる。

日本に適応し、世界に通じる、新しいキャッシュレスライフを。
三井住友カードが、これからも次々と実現していきます。 人々の生活・未来・環境の“for good”を実現

キャッシュレスを持ち歩くということ。

➢キャッシュレス化の拡大に向けて掲げた当社からのメッセージを、当社が提供する商品やサービス、コミュニケーションをはじめ、
お客さまに様々な「good」を提供できるようブランディングに取り組んでいます* *TVCM等はコチラ

https://www.smbc-card.com/cashless/hgc.html
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

キャッシュレスがもたらす社会的価値や新たな可能性を幅広く共有

＜取り組み②＞ 金融経済教育活動

➢三井住友カードでは、キャッシュレス決済の特徴、クレジットカードの仕組み、消費者被害などに関する授業を行っています
2022年度は約8,500名にご参加いただきました

取組みの詳細
お金の使い方教室① お金の使い方教室② 出張授業

朝日小学生新聞が主催する

朝小サマースクール2022にて

お金にまつわるセミナーをオンライン開催

小学生向けスポーツイベントに協賛し、

児童・保護者を対象にお金にまつわる

セミナー・クイズを開催

SMBCコンシューマーファイナンス㈱と

全国の中学・高校・専門・大学の

学生に向けた金融教育授業を実施
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都道府県×国籍別 業種×国籍別

訪日外国人の
キャッシュレス消費推移

ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

＜取り組み③＞ 訪日外国人のクレジットカード消費動向レポート公開

➢キャッシュレスデータを活用し、水際対策緩和後の訪日外国人の消費動向を調査・公開しました
➢また、今後の政策立案や事業策定の一助となるべく、今後の展望や戦略案を提言しました

キャッシュレスがもたらす社会的価値や新たな可能性を幅広く共有

*詳細はコチラ

●2022年度ニュースリリース● ●レポート内容

都道府県×国籍別 業種×国籍別

訪日外国人の
キャッシュレス消費推移

https://www.smbc-card.com/company/news/news0001744.pdf
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

キャッシュレスがもたらす社会的価値や新たな可能性を幅広く共有

＜取り組み④＞ 行政・自治体向け観光マーケティング支援サービス

➢日本人及び訪日外国人観光客復活へ向けた、キャッシュレスデータを活用した観光マーケティングの支援をいたしました
➢EBPM（根拠に基づく施策立案）の考えに則り、データに基づく事前分析・施策立案を行いました

・取組概要（熊本県様）

温泉旅行客の増加へ向け、事前
に観光客の消費実態を分析。
分析結果を基に、今後狙うべき
ターゲット像を作成し、広告配信。
広告配信後、いくら観光消費額
が増加したかキャッシュレスデータ
を用いて効果検証を実施。

・取組概要（大分県様）

日本人観光客の消費実態を分
析の上、今後観光消費額増加
へ向けた施策立案を検討。
分析より、「夜の観光消費額増
加」に可能性があることが判明。
夜の観光消費を盛り上げるための
コンテンツを制作し、広告配信。
広告配信後、効果検証も実施。
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●フレキシブルペイとは●
・決済が乱立し、お金の管理が煩雑というお客さまの声を反映した、1枚のカードとアプリで決済をまとめて管理できる世界初※1の
機能。クレジット、デビット、ポイント払いの3つの支払いモードの切り替えと各明細の確認が可能。

ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

より便利で使い易いキャッシュレスサービスを提供するため先進性と独創性を尊び、
失敗をおそれず挑戦

＜取り組み①＞ フレキシブルペイ 「Olive」

➢（Visaで）世界初※1の機能である「フレキシブルペイ」を搭載した、総合金融サービス「Olive」の提供を開始しました

※1 Visaが開発した新機能（複数の支払い方法を１つのカードに集約・決済方法選択）を使用することについて世界初（2023年1月時点/Visa調べ）

お客様のペインポイント フレキシブルペイ「Olive」
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

より便利で使い易いキャッシュレスサービスを提供するため先進性と独創性を尊び、
失敗をおそれず挑戦

＜取り組み②＞ ナンバーレスカード

➢進化を続けるキャッシュレス時代のスタンダード「ナンバーレスカード」を発行しました

●ナンバーレスカードとは●
・【安心・安全】キャッシュレスを、もっと安全に、気軽に過ごしていただくために、カード番号、有効期限といった、利用に必要な
情報をカード券面上からなくし、セキュリティをより強固にしたカードです。

・【便利】従来型カードは、アプリの利用者は限定的でしたが、ナンバーレスカードはアプリ利用と不可分一体であるため、
カード利用者全てにアプリを通じ、より良いサービスを提供することができます。（裏面の署名欄も廃止してより便利に）

2021年2月：三井住友カード(NL) 発行

2021年7月：三井住友カード ゴールド(NL) 発行

2021年12月：三井住友カード

プラチナプリファード(NL) 発行

カードとアプリが
不可分一体になる新たな世界観

●ニュースリリース ●ニュースリリース ●ニュースリリース

https://www.smbc-card.com/company/news/news0001575.jsp
https://www.smbc-card.com/company/news/news0001605.jsp
https://www.smbc-card.com/company/news/news0001645.jsp
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

より便利で使い易いキャッシュレスサービスを提供するため先進性と独創性を尊び、
失敗をおそれず挑戦

＜取り組み③＞ タッチ決済

➢便利で使いやすい支払い手段としてタッチ決済を実施しています

●タッチ決済とは●
・国内外のVisaのタッチ決済に対応した店舗や鉄道・バスなどの交通機関でクレジットカード
またはスマホをかざすだけでスピーディに支払える非接触決済サービスです。
・当社は Apple Pay 、 Google Pay においてVisaのタッチ決済に対応し、iPhoneユーザー
および Android ユーザーにもカードを財布から出さずにスマホをかざすだけでスピーディに支払い
ができる便利なサービスを提供しています。

2022年3月1日、Google Pay でVisaのタッチ決済への対応を開始しました。Google Pay に三井住友カー
ド発行のVisaブランドカードをご登録いただくことで、 Android™ スマホをお使いのお客さまも、タッチ決済対応
マークのある国内外のVisa加盟店にて、Visaのタッチ決済がご利用可能になりました。

■トピック

■ご利用可能なお店

※ TM and © 2023 Apple Inc. All rights reserved.
※ Apple Pay は、Apple Inc.の商標です。
※ Android 、 Google Pay は Google LLC の商標です。
※ iPhoneの商標は、アイホン株式会社のライセンスにもとづき使用されています。
※「iD」ロゴは株式会社NTTドコモの登録商標です。
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

より便利で使い易いキャッシュレスサービスを提供するため先進性と独創性を尊び、
失敗をおそれず挑戦

＜取り組み④＞ stera transit

➢タッチするだけで交通乗車が可能。移動に関する無駄を省き効率的な社会、キャッシュレス化を推進します
➢2020年7月長距離バスにて初導入。2022年度末迄に計65の事業者へ導入済、2023年度には計100の事業者に導入見込
➢主な導入事業者：南海電鉄、JR九州、福岡市営地下鉄、西日本鉄道、江ノ島電鉄、北都交通、横浜市営バス、南海フェリー
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

より便利で使い易いキャッシュレスサービスを提供するため先進性と独創性を尊び、
失敗をおそれず挑戦

＜取り組み➄＞親子で日常的なお金の安心・安全・便利 「かぞくのおさいふ」

➢ 「かぞくのおさいふ」*は、親子で安心してキャッシュレス生活を送るためのVisaプリペイドカードです * 詳細はコチラ

➢現金は子供の買い物、所持金、使い道等が不安という課題や、子供のお金を管理するにはアナログで不便という課題があり
ます。本サービスはキャッシュレスや金融リテラシー向上を促す仕組み等、日常的に使えるサービスとして提供してます

▮ 学校様との協業も開始

ニュースリリース（2021年5月）

▮ アプリとカード ▮ 仕組み

保護者

お店で利用

お子様

内容を把握

お金が送れる

お金のやりとりが安心・安全・便利更なるサービス拡充を推進中

https://www.smbc-card.com/prepaid/kazokunoosaifu/lp/index.jsp
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

より便利で使い易いキャッシュレスサービスを提供するため先進性と独創性を尊び、
失敗をおそれず挑戦

＜取り組み⑥＞ 家族ポイント

➢共働き世帯の増加や、多様な家族の在り方・暮らし方を踏まえ、ご家族の皆さまにとって、より「安心・安全」、「便利」、
「お得」にご利用いただける “家族をつなぐ新サービス「家族ポイント」”を開始しました （●ニュースリリース）

●家族ポイントとは●
・【お得】本サービスでは、生計の同一性を問わず、“二親等内のご家族”を「本会員」と
「本会員」でつなぎ、つながったご家族の人数に応じて、対象のコンビニ・飲食店でご利用
いただくと、ご利用金額200円（税込）につき、通常のVポイントに加えて、ご家族の
人数に応じたVポイントの還元をします。また、登録者同士でVポイントの譲渡をすること
ができるようになりました。（●ニュースリリース）

https://www.smbc-card.com/company/news/news0001643.jsp
https://www.smbc-card.com/company/news/news0001788.pdf
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

消費生活者はもちろん、事業者にとってもより活用しやすく付加価値の高い
キャッシュレスサービスを提供

＜取り組み①＞ stera pack * steraについてはコチラ

➢2021年4月より、中小店舗向けキャッシュレスサービスとして「 stera pack 」をリリースしました
➢中小加盟店様のキャッシュレス決済にとどまらず店舗運営の課題や集客のお悩みを解決します
➢初期費用0円のサブスクリプションサービスで手数料も業界最安水準です

●「 stera pack 」 でできること

①オールインワン端末でコンパクト・省スペースを実現

②操作は簡単。たったの 3ステップ！
非接触で決済でき、お客様とのカードの受渡し不要

③専用アプリでお店の集客・販促をサポート！
会員証、スタンプカード機能をもつ「おみせポケット」

④入金サイクルは最大月6回！
中小加盟店様の早期の資金回収を実現

https://www.smbc-card.com/kamei/stera/index.jsp


15

ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

消費生活者はもちろん、事業者にとってもより活用しやすく付加価値の高い
キャッシュレスサービスを提供

＜取り組み②＞ データ分析支援サービス 「 」

➢ 「Custella」*は三井住友カードが保有する膨大なキャッシュレスデータを活用し、顧客の購買行動や市場動向を分析すること
で、事業者様が抱えるマーケティング課題の解決をご支援するサービスです *詳細はコチラ

●2022年度ニュースリリース●

コロナ禍を経て、在宅勤務をはじめとする生活様式の変化や急速なオンラインシフトなどに
より、人々の購買行動パターンは急速に変化いたしました。本サービスは、コロナ後の消費
拡大局面において、人々の消費行動の変化を捉えた*新たな出店戦略を検討・加速さ
れたい事業者様をサポートするために提供を開始いたしました。

・サービス開発の背景

・サービスの詳細はコチラ

https://www.smbc-card.com/camp/custella/service/maps/index.html

*三井住友カード株式会社が発行するクレジットカードのデータを個人および利用店舗が特定されないよう個人
情報保護法および関連法を順守し、適切な加工・統計化処理を実施したデータにて分析をおこなっています。

消費分析地図サービス「 」 の提供を開始■

https://www.smbc-card.com/camp/custella/index.html
https://www.smbc-card.com/camp/custella/service/maps/index.html
https://www.smbc-card.com/camp/custella/service/maps/index.html
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

消費生活者はもちろん、事業者にとってもより活用しやすく付加価値の高い
キャッシュレスサービスを提供

＜取り組み③＞ ビジネスカード入会のオンライン完結
➢従来、ビジネスカードのオンライン入会は、お客様に入力いただいた内容を紙に印刷するプレプリント方式で行っていましたが、
SMBC法人口座の「ネットDE口振」サービスを活用してオンライン完結を可能としました * 詳細はコチラ

現状、当社ビジネスカードのオンライン入会は、凸版印刷㈱のシステムを活用し、入力内容を
プレプリントした申込書を顧客に郵送しており、後日、決済口座の情報や印鑑、
本人確認書類等を後日提出いただき、その後手作業で申込情報を登録する等、
カード発行まで時間を要していました。

一方、完全オンライン入会に必要な法人口座のオンライン口振設定に対応している金融機関は少なく、
ビジネスカードで実現できれば他社差別化の一つとなると考えていました。
今般、上記背景から、非会員Vpassからオンライン入会を行い、申込情報の自動登録などの
システム開発をし、ビジネスカードの法人口座オンライン口振対応を実装することで、
事務負荷軽減とコスト削減（業務委託費）、ならびに他社差別化を目的に、ビジネスカードの
獲得増強など更なるレベルアップを図りました。

■サービス開発の背景 ■サービス画面イメージ

https://www.smbc-card.com/camp/bs/purcha.jsp
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

消費生活者はもちろん、事業者にとってもより活用しやすく付加価値の高い
キャッシュレスサービスを提供

＜取り組み④＞ 法人カード管理者Web＜SMCC Biz Partner＞

➢ 「法人カード管理者Web＜SMCC Biz Partner＞」*は法人カードの管理者様が行う各種お手続きをWebで完結
いただける専用サイトです。

➢カード使用者の追加や退会、ご利用枠変更のお届出の他、請求書のPDFデータもダウンロードでき、管理者様の利便性・
生産性向上に繋がるサービスです

*詳細はコチラ

●商品概要● ■画面イメージ

https://www.smbc-card.com/hojin/service/corp_bizpartner.jsp
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

消費生活者はもちろん、事業者にとってもより活用しやすく付加価値の高い
キャッシュレスサービスを提供

＜取り組み➄＞ 出張・経費クラウドと法人向け決済ビジネスの融合

➢国内大手の経費精算システム会社である株式会社コンカーと2020年9月に戦略業務提携契約を締結しました
➢出張・経費クラウドと法人向け決済ビジネスを融合させることで、両社一体となった営業、戦略商品・サービスの開発・提供

を実施。ビジネスシーンにおけるキャッシュレス化、ペーパーレス化の実現を通じ、企業のデジタルトランスフォーメーションを強く
支援するもの

●過去ニュースリリース●

・2020年9月8日
コンカーと三井住友カードが戦略的業務提携
～協働サービスを通じ、日本企業のデジタルトランスフォーメーションを推進～

・2021年4月28日
三井住友カード、コンカーとの戦略的業務提携の第二弾として
経費精算・管理クラウド「Concur Expense」へのデータ連携機能を拡充
～経費精算の完全自動化実現に向け、サービス開発を加速～

・2021年9月16日
三井住友カード、コンカーとの戦略的業務提携の第三弾として経費精算で
国内初の国内線発着空港情報の自動連携開始

三井住友カード、コンカーとの戦略的業務提携の一環として
ガバナンス強化型経理BPOサービスの提供を12月より開始
～コーポレートカードの私的利用を防ぎ、ガバナンス強化と業務効率向上へ～

●戦略商品概要●
①法人カード利用データ連携の拡充【従業員の入力作業軽減】
：経費利用後の経費精算時に三井住友カードと連携させたデータ(※)

をコンカー上に自動反映させることで入力ミスや負荷軽減、不正を防止
(※)JR東海新幹線乗車情報、高速道路の出入口情報、ユーザーの英字氏名、

請求日データ、国内線発着空港情報、タクシー乗降地情報 等

②ガバナンス強化型経理BPOサービス【従業員の不適正利用防止】
：従業員のコーポレートカード運用において、経費として認められない

利用分を、企業に代わり三井住友カードが従業員に対して直接
請求をおこなうBPOサービス

*詳しくはコチラ

https://www.smbc-card.com/camp/hojinkeihiseisan/index.html
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

未来を含むすべての人の幸せに貢献するため、環境問題をはじめとした社会課題
の解決に積極的に参画

＜取り組み①＞ カードレスカード
➢Visaブランドのクレジットカードとしては国内初となる、プラスチックカードが発行されないモバイル端末専用のカードレスカード

「三井住友カード（CL）」の提供を開始しました （●ニュースリリース）

●カードレスカードとは●
・【新体験】キャッシュレス時代に即した
”デジタルファースト”のご利用の流れを汲み、
新たなキャッシュレス エクスペリエンスのひとつ
として提供を開始した、プラスチックカードの
発行を行わないカードレス仕様のカードです。
例えば、スマートフォンからお申込後、最短
30秒でカード番号を発行、すぐにインターネッ
トでお買い物ができるほか、モバイル決済
サービスに登録することで、Visaのタッチ決済
などで店頭でのお買い物も即時で可能となり
ます。時代の変化に対応した、プラスチック
カードの発行がない、最も身軽な新スタイル
です。

■環境問題の社会課題解決への提案
プラスチックカードは1枚約5グラムであり、これが削減されると、およそ25グラムの
二酸化炭素削減につながると言われています。仮に５年間で1,000万枚クレジット
カードを発行していた場合、約250トンのCO2削減（*）にとなります。
（*）弊社調べ。

https://www.smbc-card.com/company/news/news0001619.jsp
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

未来を含むすべての人の幸せに貢献するため、環境問題をはじめとした社会課題
の解決に積極的に参画

＜取り組み②＞ タッチハッピー
➢事業（商品・サービスの価値向上／会員の増加／利用の向上）と社会課題解決への期待を合致させ、事業成長を、

社会の「豊かさ」「安心」を実現し続けることにリンクしてさせていく活動のひとつ
➢キャッシュレス化推進とあわせ、Visaのタッチ決済数に応じた寄付を実施しています（2020年2月～）
➢期間内のタッチ決済の利用回数に応じた金額を、社会課題の解決に取り組む団体に寄付。「日常のこと」「次世代のこと」と

いったテーマの下、「子ども」や「食」、「防災」、「海洋ごみ問題」などに取り組む様々な団体をパートナーに迎えています

パートナー団体 期間により変更

寄付の仕組み

Visaのタッチ決済の利用回数に応じた金額を寄付

その期間の
パートナー団体

社会課題の解決に関心のある人が、タッチ決済を利用するきっかけになり、
タッチ決済を利用した人が、寄付先の活動を知るきっかけになることで、お客様と一緒に身近な社会課題解決を目指しています。

*詳しくはコチラ

会員がVisaタッチ利用 Visaタッチ回数に応じた
金額を寄付

https://www.smbc-card.com/brand/touchhappy/index_concept.jsp
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

未来を含むすべての人の幸せに貢献するため、環境問題をはじめとした社会課題
の解決に積極的に参画

＜取り組み③＞ 森のためにできること
➢事業（商品・サービスの価値向上／会員の増加／利用の向上）と社会課題解決への期待を合致させ、事業成長を、

社会の「豊かさ」「安心」を実現し続けることにリンクさせていく活動のひとつ
➢デジタル化・紙の明細の有料化に賛同いただいたお客様からの費用の一部を、森林保全活動に充てています（2020年10

月～）
➢一般社団法人moretrees様を通じて全国５か所（岩手県・長野県・奈良県・高知県・宮崎県）の自治体に寄付を行い、

「三井住友カードの森」として持続可能な森づくりの支援を実施しています

パートナー団体 一般社団法人moretrees

寄付の仕組み

岩手県
長野県
奈良県
高知県
宮崎県

moretrees様を通じて各自治体に寄付

木を植えるだけでなく、適切な間伐を行うことが何世代にもわたって持続可能な森になるという学び（各自治体との交流含む）を発信
デジタル化推進に賛同いただいたお客様に対して森づくりへの理解を進める

*詳しくはコチラ

https://www.smbc-card.com/brand/forest/index.jsp
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ア）キャッシュレス環境を整え、未来のキャッシュレス社会を創造します。

未来を含むすべての人の幸せに貢献するため、環境問題をはじめとした社会課題
の解決に積極的に参画

＜取り組み④＞ for good キャンペーン
➢事業（商品・サービスの価値向上／会員の増加／利用の向上）と社会課題解決への期待を合致させ、事業成長を、

社会の「豊かさ」「安心」を実現し続けることにリンクしてさせていく活動のひとつ
➢キャッシュレス化推進とあわせ、キャンペーンへのエントリー数に応じた寄付を実施しています（2022年3月～）
➢これまで、期間中のエントリー数に応じた金額を「海洋ごみ問題」、「病児保育」に取り組む団体へ寄付しています

パートナー団体 期間により変更

寄付の仕組み

対象キャンペーンのエントリー1件につき1円を寄付

その期間の
パートナー団体

キャッシュレスで買い物をすることの楽しみ・お得さを感じていただけるキャンペーン。
それが我々の生活・未来・環境にとっていいこと（＝社会課題解決に取り組む団体への寄付）につながることで
お客様に“for good”なキャッシュレス体験を提供していきます。

*詳しくはコチラ 会員がエントリー エントリー数に応じた
金額を寄付

https://www.smbc-card.com/brand/touchhappy/index_concept.jsp
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イ）みんなの声を聴き、かつ、活かします。

・お客さま起点で考え、一人ひとりのニーズに合った価値を提供
・お客さまの声に真摯に耳を傾け、商品・サービスの品質向上に反映

＜取り組み①＞お客さまの声を活かす取組み体制
➢ 電話・ホームページなどで寄せられるご意見・ご要望を「お客さまの声システム」で日々収集し、商品・サービスの改善・開

発に役立ててまいります
➢ 「お客さまの声データベース」を構築し、「お客さまの声」をより詳細・効率的に分類・分析し、社内でタイムリーな情報共有

を行っております

＜体制図＞
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イ）みんなの声を聴き、かつ、活かします。

・お客さま起点で考え、一人ひとりのニーズに合った価値を提供
・お客さまの声に真摯に耳を傾け、商品・サービスの品質向上に反映

＜取り組み②＞当社ホームページ「お客さまの声にお応えして」にて業務改善事例を紹介

➢ 当社ホームページ「お客さまの声にお応えして」*に代表的な事例を掲載しています *詳細はコチラ

➢ お客さまから寄せられるご意見やご要望を商品・サービスの企画及び改善に活かす取り組みを継続的に実施しています

＜2022年度掲載事例（一部抜粋）＞

掲載時期 お客さまの声 改善事例

2022年8月
Vpassアプリでも複数枚カードのお支払い金額を一覧
で確認できるようにしてほしいです。

Vpassアプリで、おまとめ登録されたカードのお支払い金額

を一覧で確認できるようになりました。

2023年2月
カード券面から、署名欄もなくなれば、より安心して

カードを利用できます。
三井住友カードナンバーレスシリーズのサインパネルレスカー

ドの発行を開始しました。

＜ホームページ事例一覧画面＞ ＜ホームページ事例詳細画面＞

（詳細はコチラ）

（詳細はコチラ）

https://www.smbc-card.com/company/koe.jsp
https://www.smbc-card.com/company/koe/koe0000215.jsp
https://www.smbc-card.com/company/koe/koe0000220.jsp
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イ）みんなの声を聴き、かつ、活かします。

・お客さま起点で考え、一人ひとりのニーズに合った価値を提供
・お客さまの声に真摯に耳を傾け、商品・サービスの品質向上に反映

＜取り組み③＞お客さまとの共同改善プロジェクト「Voice ＆ Action」

2022年度 取組事例

改善事例（一部抜粋）

モニター会員5名へオンラインインタビュー

を実施

スマホ・モバイル決済ページ(スマホ決済

のメリットやApple Pay※1、Google 

Pay※2の設定方法など)を改訂

モニター会員5名へオンラインインタビュー

を実施

2022年12月開始の新サービス「Vポイ

ントでんき」の案内ページについて、サー

ビスリリース前にヒアリングし改訂
（詳細はコチラ）

Voice & Action調査室

モニター会員とのコミュニケーションの深化を

図ることを目的に、Vpassや三井住友カー

ドのサービスに関する知りたいことや疑問を

募集、事務局メンバーが調査を行う

「Voice & Action調査室」を実施

➢ お客さまにとって、より便利なウェブサイト・アプリ（Vpass）を目指し、「分かりづらい」「使いづらい」といったご意見を直接お
客さまからヒアリングし機能改善やサービスの向上に取り組んでいます ※Voice & Actionについてはコチラ

※1 Apple Pay は、Apple Inc.の商標です。
※2 Google Pay は Google LLC の商標です。

https://www.smbc-card.com/company/koe/koe0000212.jsp
https://www.smbc-card.com/mem/for_va/index.jsp
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イ）みんなの声を聴き、かつ、活かします。

・お客さま起点で考え、一人ひとりのニーズに合った価値を提供
・お客さまの声に真摯に耳を傾け、商品・サービスの品質向上に反映

＜取り組み④＞お客さまアンケート・調査を定期的に実施

＜2022年度お客さま向けアンケート実施概要＞

➢ 今後の商品・サービス等の企画・改善やお客さま対応の向上に役立て、お客さまによりご満足いただけるカード会社となるべ
く、会員向けのアンケートや調査を実施しています

➢ アンケートに回答いただいたお客さま全員に、アンケート結果のフィードバックを行っています

お客さまの推奨度を聴取するNPSアンケート

目的 当社カード会員としての推奨度を聴取

対象 当社カード会員

主な設問
Q.家族や親しい友人に三井住友カードを勧めたいかを
判断する際、勧めたい気持ち、勧めたくない気持ちに影
響したものや出来事を教えてください。

＜お客さまへのアンケート結果のフィードバック（抜粋）＞
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ウ）法令の遵守/コーポレートガバナンスを強化します。

消費者関連法規の徹底はもちろん、お客さま本位の業務運営を徹底

➢ 『Customer First（お客さま本位）』への意識醸成を目的とした従業員研修や役員と従業員の座談会を実施しました

➢ お客さまから寄せられた「お褒め・感謝の声」をいただいた従業員を褒賞する制度を設けています

➢ 全社的にCXを浸透させるために、全部署にCX推進の担当者を任命することで組織的な意識醸成に取り組んでいます

➢ 従業員の『Customer First』意識醸成を定量的に把握するため、従業員意識調査を定期的に実施しています

＜取り組み①＞全社一丸となった「お客さま本位の業務運営」の継続的な啓発活動

＜役員と従業員のお客さま本位に関する座談会風景＞ ＜従業員褒賞 表彰式風景＞
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ウ）法令の遵守/コーポレートガバナンスを強化します。

消費者関連法規の徹底はもちろん、お客さま本位の業務運営を徹底

➢ 全社的にコンプライアンスを浸透させるために、全部署にコンプライアンス・オフィサー（コンプライアンス推進担当者）を

任命し、セミナーや定期的な社内連絡会実施することで組織的な意識醸成、法令遵守に取り組んでいます

➢ 各部門ごとに必要な法令知識に応じた、部門別の従業員研修を実施しています

➢ 『コンプライアンス』への意識醸成を目的とした従業員研修を実施しています

➢ 従業員の『コンプライアンス』の意識醸成を定量的に把握するための従業員意識調査や、往訪活動を実施しています

➢ 業務の運営が法令上適切かの点検を行う自主点検、モニタリング活動を行っています

➢ 社内の各拠点にてコンプライアンス統括部員等による法務リスク相談会を開催するなどし、消費者関連法規を含む各種法

令への適切なアドバイスを実施しています

➢ 仕事に役立ちやすい法律情報（法律知識にとどまらず、法的なものの考え方）のオンライン講義である「リーガルトレーニ

ング」を実施し、全社的な法令知識の底上げに努めています

＜取り組み②＞全社一丸となった「コンプライアンス」に関する継続的な啓発活動

No. 講義内容

第1回 アンテナを張ろう！最新改正情報（成年年齢引き下きげ、特商法）

第2回 まずはここから！クレジットカードの仕組み

第3回 包括・個別信用購入あっせん

第4回 SMCC・SMBCFSの業務で関連する法律について

第5回 契約書を締結する上で留意すること

第6回 銀行法で定める業務範囲規制について

第7回 ビジネス法務の基礎

＜2022年度リーガル
トレーニング実績＞
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ウ）法令の遵守/コーポレートガバナンスを強化します。

＜取り組み③＞「Vポイント投資」「保険ポータルサイト」を開始！

➢ 取組方針「お客さまにふさわしいサービスの提供」に基づき、2022年度に２つの主要サービスを開始しました

資産運用・資産形成事業におけるお客さま本位の業務運営に関する
取組方針の策定・公表

① Vポイント投資 ②保険ポータルサイト
2022年5月30日、当社の
クレジットカードで提供している
「Vﾎﾟｲﾝﾄ」で、SBI証券での
投資信託の買付代金に利用
できるようになりました。

日頃のお買い物でのカード
利用で貯まったVﾎﾟｲﾝﾄを
投資に利用できる「Vポイン
ト投資」の提供により、
これまで以上にお客さまの
資産形成をサポートします。

2022年11月に「安心・安全
」「便利」「お得」にご利用いた
だける保険のプラットフォーム
「保険ポータルサイト」を開設
しました。

さらに、2023年3月にはお客
様のニーズに合わせた各種商
品のフルラインナップを目指し、
生命保険・損害保険・少額短
期保険など、新たに10商品の
取り扱いを開始しております。
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ウ）法令の遵守/コーポレートガバナンスを強化します。

法令遵守に関する従業員教育を全社員に継続的に実施

＜取り組み①＞各種コンプラインス研修の実施

➢ 当社に関連するあらゆる法令等の社会的規範を遵守することは、業務を遂行し経営理念を実現するために非常に重要です

➢ コンプライアンスを高いレベルで実現する為に、全役職員がコンプライアンスに対する意識と知識を高め、真摯に社内規程・ルー

ルを遵守して業務を遂行することを目的に、全役職員を対象とした研修を継続的に実施しています

研修名称 内容

コンプライアンスに関する研修
当社コンプライアンス体制・コンプライアンス及びリスクに関する各種法令、インサイダー取引規制・贈

収賄防止等の理解を促す

個人情報保護に関する研修
個人情報保護に関する法令、国が定める指針その他の規範について周知すると共に、当社の規

程・事務ルールの理解を促す

貸金業務に関する研修 貸金業法で求められるコンプライアンス等の考え方についての理解を促す

割賦販売法・自主ルール研修 割賦販売法等で求められるコンプライアンス等の考え方についての理解を促す

マネー・ローンダリング及びテロ
資金供与対策に関する研修

マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策全般に関する知識・意識を醸成すると共に、各部の

運用状況や体制の理解を促す

【主な研修一覧】


